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ア 学則変更（収容定員変更）の内容 

 本学では、社会的な高度情報専門人材の需要を踏まえて、「令和 6年度大学・高専機能強
化支援事業（支援２：高度情報専門人材の確保に向けた機能強化に係る支援）」一般枠に申
請し、採択を受けたところである。 
 計画の内容は、学士課程では、工学部工学科情報電子分野の知能情報システムプログラム
を 5 人増員、創生学部では、5 人を増員し、既存の定員と合わせて、DX 共創コース（定
員 20 人）を設置する。それらの大学院の接続先として、大学院自然科学研究科（博士前期
課程）を、15 人増員し「情報社会デザイン科学コース」を設置する。 
各学部の詳細は以下のとおり。 

【工学部】 
令和 7年４月より、工学部の入学定員を 530 人から 535 人に増員し、収容定員を 2,160 

人から 2,180 人に変更する。（第３年次編入学定員 20 人は変更しない。） 
増員した 20 人は、入学時は情報電子分野に所属し、２年次からは知能情報プログラムに

配属する。知能情報プログラムの配属人数を従来の実質定員を 76 人から 81 人とし、工学
部規程に明記する。 

【創生学部】 
令和 7 年４月より、創生学部の入学定員を 65 人から 70 人に増員し、収容定員を 260 

人から 280 人に変更する。 
創生学部創生学修課程を、創生学修コースと DX 共創コースの 2 つに分け、創生学修コ

ースの実質定員を 50 人、DX 共創コースの実質定員を 20 人とする。増員した 20 人は、
入学時から、新設のDX共創コースに配属する。 
 ２つのコースの人材育成の目標は両コースで同一であり、学生自らがキャリア形成をイ
メージし、オーナーシップを持って学修する到達目標創生型の学位プログラムによって、自
己の人材価値を能動的に高めていくことができる生涯学修者（自己創造型学修者）を養成す
ることを目的とする。それぞれの学生が主体的に課題を設定し、その解決に至るためのアプ
ローチを自らデザインして学修を進める点は共通である。両コースは、目標達成へのアプロ
ーチを異にしており、「創生学修コース」は、これまでの創生学修課程の理念を踏襲し、人
法経理工農のそれぞれの学部の到達目標達成型学位プログラムの豊富な教育資源を活用し
たフィールド系主体の学修を進める。「DX共創コース」では、DX・情報関連の学位プログ
ラムが提供する専門教育資源（領域パッケージ）に特化した学修内容を提供し、本学情報系
の専門課程と同レベルの学理を修得し、技術的背景を持ちつつも創生学修課程ならではの
文理融合的視野で課題解決にアプローチできる高度情報専門人材を養成する。 
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イ 学則変更（収容定員変更）の必要性 

2030 年には先端 IT 人材が 54.5 万人不足するという予測が為されている。また、少子高
齢化に伴う労働生産人口の減少は、今後の数十年の間に歯止めがかかることなく、一層進ん
で行くことが確実視されている。 
産業構造は、劇的に変化し、超スマート社会、データ駆動型の社会への変革を実現し、社

会的課題の解決、生産性の向上を図るため、AI、ビッグデータ、IoT等のデジタル技術を活
用し、新たな価値観を創出できる人材があらゆる分野において不可欠である一方、高度情報
専門人材は、不足しており、地方においても、それは顕著である。 
そのような社会需要に対応する人材を輩出することは本学の責務であると捉え、令和7年

度より、学士課程において、工学部で、先端的高度情報技術を学ぶ知能情報システムプログ
ラム及び創生学部に 5 人増員しＤＸ共創コースを設置するとともに、大学院自然科学研究
科には、定員を 15 人増員し、高度な情報工学、デジタル技術等の学修を通じ、データサイ
エンス、デジタルトランスフォーメーションに精通し、課題に対して、文理融合の視点で、
解決方法を見出せる人材の養成を目的とした「情報社会デザイン科学コース」を新たに設置
する。 
 各学部の詳細は以下のとおり。  

【工学部】 
新潟大学工学部では、基礎から応用にわたる国際水準の研究を推し進め、社会と連携しつ

つ、創造力と判断力を有する有為な人材を育成しており、知能情報システムプログラムは、
従来から、先端的高度情報技術を学び、大学院の情報工学コースに進学者を輩出しているが、
このようにデジタル人材の育成が急務である中、より多くの大学院進学者の増員を図るこ
とを目的に定員５名の増員をおこなう。増員分は、諸外国に比して理工系分野のへ進出が少
ない女性の活躍促進を促すため女子枠とする。この変更によりデジタル技術を活かしたソ
フトなモノづくりに意欲を持つ女子学生の進学率を高めることで、多様性豊かな学生が集
う環境をつくり、活力ある教育研究の場において次世代型のデジタル人材を育成すること
が期待できる。 

【創生学部】 
 上述のとおり、高齢化比率の上昇と労働生産人口の減少は、産業構造の変化と共に、社会、
文化のあらゆる局面に影響を与えることは必至であり、これまでにない社会問題の発生に
直面することが予想される。新潟大学では工学部を中心に、これまでに多くの情報技術を持
つ人材を輩出し、社会の発展と地方の興隆に貢献してきた。しかし、社会や文化がもたらす
問題は、様々な関係性の中で発生するものであるため、多様な分野に対して、状況に応じた
きめ細かい対応が必要になる。社会や文化を分野横断的・文理融合的に見る知見を持ち、困
難に遭う当事者達の意見を深く傾聴し、それぞれの分野に詳しい専門家と、共同、協働して
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解決にあたらなければならない問題が多く、この必要性は、今後も継続するものと考えられ
る。すなわち、高度な情報技術を持つ人材は、社会、文化の様々な人々と高度な連携し、状
況に応じて協力体制を構築できる人材でもある必要性がある。そのため、到達目標を自ら定
めて学修する創生学修課程に入学定員を 5人増員し、DX共創コースを設置する。 

ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 

(ｱ) 教育課程の変更内容について 

【工学部】 
学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程の変更は行わない。大学・高専機能強化支援
事業の基金により、情報系教員を採用し、社会や地域のニーズに対応したデジタル情報技
術に基づく課題発見力・課題解決力を涵養できるカリキュラムを強化することで、授業内
容を充実、発展させ、質的な強化を図っていく。さらには、全学共同教育研究組織ビッグ
データアクティベーション研究センター（以下BDA研究センター）と積極的に連携して、
融合研究、人材育成、地域創生に取り組むことで、次世代を担うデジタル人材を育成する
ための教育を実践していく。 

【創生学部】 
現在の創生学修課程に 2 つのコース「創生学修コース」「DX 共創コース」を設ける。同

じ学部内に 2 つのコースを設けることによって、学生同士の交流を促す協働ゼミ形式を 4
年間にわたって開講するなど、機動的な連携カリキュラムの運営が可能になる。総じて、創
生学部創生学修課程の 2 コース化について、定員変更前の教育課程と同等以上の内容が担
保されており、学生にとって不利益のない変更である。 

・コース概要 
創生学修コースは、従来のフィールド系主体の創生学部創生学修課程の仕組みを引き継

ぎ、1年次にリテラシー教育と領域学修の入門科目を学んだ後、2年次以降に人法経理工農
の 6学部が提供する 21の領域学修パッケージから学修内容を選択する。 
DX共創コースは、基礎的な学部共通科目とゼミ活動を創生学修コースと共有しつつ、高

度情報技術を修得するコースであり、工学部から創生学部に提供される知能情報システム
領域学修パッケージを活用する。 

・学部共通科目 
定員変更前の教育課程の授業を継続的に行う。特殊な機材や環境を要する授業ではない

ため、全体として 5名の増員分の受講に影響は無く、定員変更前の内容が担保されている。 
 ＊名称変更科目（内容は継続する） 
「基礎ゼミ I」（～IV））→「アソシエイションゼミ I」（～IV） 
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「情報処理・データ分析」→「デジタルスキルリテラシー」 

・コース別分割科目 
「創生学修コース」においては定員変更前の科目担当者が継続するため、同等の内容が確保
される。「DX共創コース」においては、データサイエンス系担当者が新規に担当する。 
 ＊既存科目が追加分割する科目 
「リフレクションデザイン I」→「創生課題解決リテラシー」＋「ＤＸ課題解決リテラシー」 
「フィールドスタディーズ」→「フィールドスタディーズ(同名)」＋「DX スタディーズ」 
「リテラシー応用A」（～E）→「全学リテラシー応用」（新規科目区分）＋「データ利活用
実践」「loT＆データ計測基礎」「ＡＩ・統計科学実践Ⅰ」「ＡＩ・統計科学実践Ⅱ」 

「DX 共創コース」では、「データ利活用実践」以下 4 科目を新規開講して必修化するこ
とにより、データサイエンスの技術・知識を身に付ける。 

・領域学修科目 
「創生学修コース」では、定員変更前と同様、21 の領域学修パッケージから選択する仕組
みを継続し、同等の内容が確保される。「DX 共創コース」では、知能情報システム領域学
修科目パッケージに一括受入れを行う。領域学修を 1 つのパッケージに絞るため、必修科
目「創生学修入門」並びに選択必修科目「領域概説 A」（～F)2 科目の計 6 単位分は不要と
なり、代わりに従前の領域基礎科目と領域科目の合計必要単位 40単位に上乗せして、46単
位を必要単位とする。 

・学修成果総括科目 
現教育課程の「リフレクションデザイン III」と「リフレクションデザイン IV」を合わせ、
「創生学修コース」では「創生学修総括」、「DX共創コース」では「DX共創総括」として
２つの科目に分割して組み直す。領域学修の総括と４年間の全ての学修の総括の両方を行 
う点は定員増加前の教育課程と同じであり、同等の内容が担保されている。 

 また、卒業要件には含まない正課外の科目として、「ベーシック数学ゼミ」を、学生主体
のピア・ラーニング形式で実施する。 

【全学共通科目】 
 全学共通科目については、十分に開講科目、開講クラスが確保されているため、工学部５ 
名、創生学部 5名の増員分の影響は生じず、他学部に影響を及ぼすことはない。 
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2024/3/19

1

創生学部創生学修課程（創生学修コース）学修モデル（案）

（主に文系・ソフト理系）情報社会デザイン科学コースへの進学も視野に学修（主に知の探索側）

情報社会デザイン科学コースを始めとする全（医・理系・文系）学系へ進学できます

幅広い視野と知識で時代を捉え、専門家や背景の異なる他者と協働して課題解決をデザインする企業人・公務員・技術者・研究者など

創生学修コースの特色
データやデジタル技術に関する他者とのコミュニケー
ションに不可欠なスキルを修めながら、主にドメイン
知側に立ち融合的視野での課題解決に取り組む。

4年次

修士
課程

3年次

2年次

1年次

就職

自らの興味関心を問い直し、４年間の学修プランを作成 バックキャスティングによる学修

汎用スキル

創生課題解決リテラシー（初年次）

各分野の課題解決への
方法論を、具体的テー
マの下で実践学修

企業・自治体等で課題
発見/解決PBL

大学の学びの基本的ス
タイルとスキルを学ぶ

国際的課題や文化等を
理解し国際社会で活躍

フィールド
スタディーズ

スタディ
スキルズ

プロジェクト
ゼミ

領域学修

ソリューション
ラボ（卒研）

アソシエー
ションゼミ

課題解決スキル

海外で活躍するための
実践的な英語学習

P.A.C.E.（Program 
for Academic & 

Communicative English）

グローバル
理解

研究室/ゼミへ配属し、
課題設定・予備的研究

全学
リテラシー
応用
【新設】

データが由来するド
メイン知識を中心に
データ処理等に関す
る自然系科目も併せ
幅広く実践的に学ぶ

データサイエンス概説
課題解決において、
専門性の核となる
「知」域を選択、
履修

専門知学修実践知学修

創生学修総括（卒年次） ４年間の学修成果を
自己点検

データの扱い、ELSI、
統計学基礎、AI基礎等

プログラミング、データ
可視化・解析実践

ベーシック
数学ゼミ

学生主体の高校数学
ピア・ラーニング

デジタルスキル
リテラシー

CrossTech.のTech側
を中心としたスキルの概
要を実践的に学ぶ

自由選択科目
主としてデータが利用する分野のディシプリ
ン科目に重きを置いた学修

学生自身が興味関心に
沿ってテーマ設定し研究

データサイエンス実践

創生学部創生学修課程（DX共創コース）学修モデル（案）

（主に理系・ソフト理系）情報社会デザイン科学コースへの進学を念頭に学修（主に知の深化側）

汎用スキル 課題解決スキル

情報社会デザイン科学コース等のDX系大学院に進み、各学問分野とDXをつないで新しい価値を共創

DX共創コースの特色
データサイエンス・AI等に関する専門性を修得し、
融合的視野の下、主に技術的側面から大学院への
進学も視野に課題解決に取り組む。

4年次

3年次

2年次

1年次

自らの興味関心を問い直し、４年間の学修プランを作成 バックキャスティングによる学修
DX課題解決リテラシー（初年次）

各分野の課題解決への
方法論を、具体的テー
マの下で実践学修

大学の学びの基本的ス
タイルとスキルを学ぶ

国際的課題や文化等を
理解し国際社会で活躍

スタディ
スキルズ

プロジェクト
ゼミ

領域学修

ソリューション
ラボ（卒研）

アソシエー
ションゼミ

研究室/ゼミへ配属し、
課題設定・予備的研究

データが由来するド
メイン知識とデータ
処理の両面から幅広
く実践的に学ぶ

データサイエンス概説 課題解決において、
専門性の核となる
学理を深く学ぶ

専門知学修実践知学修

DX共創総括（卒年次） ４年間の学修成果を
自己点検

データの扱い、ELSI、
統計学基礎、AI基礎等

ベーシック
数学ゼミ

学生主体の高校数学
ピア・ラーニング

デジタルスキル
リテラシー

CrossTech.のTech側
を中心としたスキルの概
要を実践的に学ぶ

AI・統計科学
実践

データ利活用
実践

高度な専門知と幅広い視野で時代を捉え、背景の異なる他者と協働して課題解決をデザインする技術者・研究者・起業家など

修士
課程

就職

学生自身が興味関心に
沿ってテーマ設定し研究

グローバル
理解

IoT＆データ
計測基礎

デジタル時代を技術面
から全体像を捉える

DX
スタディーズ

プログラミング、データ
可視化・解析実践

データサイエンス実践

情報社会
デザイン科学
パッケージ

自由選択科目
主としてデータハンドリング一般に関わる
自然科学系科目に重きを置いた学修
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 (ｲ) 教育方法及び履修指導方法の変更内容 

【工学部】 
収容定員の変更に伴う教育方法及び履修指導方法の変更は行わない。入学時は情報電子
分野にて、データサイエンス科目を履修し、２年次からは知能情報プログラムにて、学部
教育におけるデータサイエンス・人工知能・プログラム開発に関連する科目などの単元に、 
産業界を含む社会からのニーズを適切に取り込み、実システムの開発動向などに基づく演
習を履修する。４年次の卒業研究において、社会や地域のニーズに対応できるように、授
業内容を充実、発展させ、質的な強化を図っていく。大学院自然科学研究科博士前期課程
で開講される科目の早期履修を可能とする。 
 上記は、従来から、工学部生を主聴講対象とした科目であり、他学部への影響は生じな
い。 

【創生学部】 
定員変更に伴って、創生学修課程を 2 コース化し、「創生学修コース」定員 50 人、「DX

共創コース」定員 20 人とするが、根幹となる教育理念に変更は無く、また教育方法及び履
修指導方法についても変更は無い。両コースとも、担任制を敷き、また、領域学修担当教員
が領域学修パッケージの選択や履修プロセスにおいて、アドバイスを行って、ひとりひとり
の学生に対して、きめ細かい履修指導を行う点も継承している。基本的に「創生学修コース」
は、定員変更前の創生学修課程の教育方法及び履修指導方法をそのまま継続し、また、「DX
共創コース」においても「創生学修コース」で行う教育方法及び履修指導方法を踏襲して共
同運用する形になり、定員変更前と比べて同等の内容が担保される。 

(ｳ) 教員組織の変更内容について 

【工学部】 
収容定員の変更に伴う工学部工学科の教員組織の変更は行わない。既存の工学部教員や 
全学組織である BDA 研究センターの教員との連携を強化し、本学のデジタル情報人材育
成戦略を実質的に実現する。工学部工学科の基幹教員は、令和６年４月時点で 115 人（教
授 43 人、准教授 57 人、助教 15 人）であり、工学部工学科の収容定員は 2,160 人、教
員１人当たりの学生数は 18.8 人である。定員増員の完成時である令和 10年度 には収容
定員は 2,180 人、基幹教員は新規採用者３人を加えて 118 人となり、教員１人当たり の
学生数は 18.5 人となり、増員前と同等の教育の質を確保することは可能である。 
また、従来から、工学部の教員が、全学部生を対象とした、全学共通科目（自然科学系
科目、情報リテラシー科目等）を開講しているが、増員後も従来どおり開講は可能であり
他学部への影響は生じない。 
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【創生学部】 
収容定員の変更に伴う創生学部創生学修課程の教員組織の変更は行わない。既存の工学

部教員や全学組織であるBDA研究センターの教員との連携を強化する。創生学部創生学修
課程の基幹教員は、令和６年４月時点で 19 人（教授 ８人、准教授 ８ 人、助教 ３ 人）
であり、創生学部創生学修課程の収容定員は 260 人、教員１人当たりの学生数は 13.7 人
である。定員増員の完成時である令和 10年度 には収容定員は 280 人、基幹教員は 1人の
定年退職者を減じ、新規採用者３人を加えて 21 人となり、教員１人当たり の学生数は 
13.3 人となり、増員前と同等の教育の質を確保する。 
また、新規採用教員を含め、工学部教員やBDA研究センター教員と連携を強化し、それ

ぞれの学部に好影響をもたらすことができるため、他学部等に負担が生じることはない。 

(ｴ) 大学全体の施設・設備の変更内容について 

【工学部】 
入学定員を 5 人増員することに伴う大学全体の施設・設備の変更はしない。新規採用教
員の研究・教育スペースの確保が必要となるため、知能情報プログラムの面積を再考して、
増員に備えている。さらには、概算要求ならびに高度情報専門人材の育成に向けた成長分
野基金などへ申請して、教育研究環境の整備を行う。 

【創生学部】 
 入学定員を 5人増員して、創生学部創生学修課程を 2コース化する事に伴って、DX共創
コース学生が主に活用するコンピュータ演習室を設ける。この演習室を用いて、DX共創コ
ースの独自科目である「ＤＸ課題解決リテラシー」「DXスタディーズ」「データ利活用実践」
「loT＆データ計測基礎」「ＡＩ・統計科学実践Ⅰ」「ＡＩ・統計科学実践Ⅱ」などを開講し、
高度情報技術者の育成に努めて、社会のDX化に貢献する。また、必要な電源、空調整備、
ネットワーク機器、ファイルサーバ、プレゼンテーション機器などを整備する計画である。 
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